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焼津の新しい魅力づくりの取り組み
しずふく駅キャンにおける

「地域の小さな居場所」の活動
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地域の小さな居場所

開始時期：2016年4月9日

開催回数：５３回（4/9～10/6）

来場者延べ人数：６１７名

年齢層：小学1年生～90代

中高年が多い

「しずふく駅キャン」（焼津市栄町3-1-15）

焼津駅前通り商店街内

スタートから

半年！



しずふく駅キャン「地域の小さな拠点事業」

地域の
小さな居場所

福祉
の

アートギャラリー

地域住民が気軽に集って交流し、仲間づくりができる場所
（参加のきっかけとして、音楽や絵手紙、ゲームなどのイベントあり）

持っている力を発揮できる場所
（例えば、得意なことを教える、作品展に参加）

焼津市と静岡福祉大学が結んだ包括連携協定に基づく事業の一環



【活動開始にあたり念頭に置いたこと】

地域に暮らす人たちを中心にした活動

日常生活の延長線上にある活動

地域の皆さんの「居場所」運営への参加
（支え合いの関係）

孤立している人・
閉じこもりがちな人

子どもから
高齢者まで

持っている力を
活かしたい人

単発のイベント型
ではない活動



【活動への学生の関わりは？】

平日は時間割の都合

土日はアルバイト中心のライフスタイル

夏休み・春休みなどの長期休暇は

資格取得の実習

日常的かつ継続的な活動
責任を持って運営にかかわる

現状は困難
今後の課題



「地域の小さな拠点事業」の運営体制や協力者

学生
地域包括支援
センターの専門職

社会福祉協議会

「居場所」づくり
の

先輩・仲間

焼津駅前通り
商店街の
皆さま

包括連携協定

ここから「新たなつながり」
が生まれている

開かれたコミュニティ
独立した個人と個人のつながり



気軽なおしゃべり
が中心



シルバーロマンさんと楽しむうたごえサロン♪

月に1回
歌謡曲、童謡が中心



駅前通りフォーク村ライブ 月に1回
フォークソング

その他リクエストに応じて



南米アンデス地方の楽器演奏
フォルクローレ 秋の演奏会

開催決定！



「ヘタでいい会
～絵手紙を楽しみましょう～」

毎月1回
第3日曜日に実施



笑って笑って～わらべ地蔵と陶人形展

秋の作品展 開催決定！



陶人形制作体験

お地蔵さまとカエルを制作



石ころあーと制作体験



焼津浜言葉・長谷川寅吉さんを囲んでお話を聴く会
〈お話の内容〉
焼津桃太郎
浜言葉と私の一生
焼津の方言 浜言葉



商店街スケッチ会

お向かいの
和菓子屋さん
を描きました



灯篭流しの日（7／16）に
夕涼みをしました



夏の恒例行事になりそうな
夕涼み会



焼津・夏の風物詩
あかり展『行灯絵展』
（7／30～8／７）



夏休みは子ども達も遊びに来ました

夏休みの宿題の絵を描こう！

大学図書館との共催

バリアフリー
布絵本の
作品展



おとなの自習時間

絵手紙 塗り絵
好き
なこと



半年の取り組みを振り返って

お互いを
気遣う関係

近所のおじさん・
おばさんのような
助言と励まし

居場所を離れ
ても声を掛け
合う関係

独立した個人同士の

新しいつながり

子どもにとって
信頼できる大人
のいる場所

焼津駅前通り商店街の
理解と応援！

専門職からの信頼
（地域の社会資源のひとつとして）

心身の
健康

張り合い
のある
生活

役割


